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中
向車
隆
蔵
著
『
雲
笈
七
畿
の
基
礎
的
研
究
』
山
田
t変
十
一
世
紀
前
半
に
北
宋
の
張
君
房
が
編
纂
し
た
『
雲
笈
七
銭
』
は
、
世
に
「
小
道
蔵
」
と
も
称
さ
れ
る
、
道
教
研
究
の
た
め
の
基
礎
資
料
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
内
容
が
広
範
に
亙
る
が
故
に
、
該
書
に
対
す
る
基
本
的
な
考
察
も
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。
本
著
は
、
『
雲
笈
七
銭
』
の
文
献
的
考
察
及
び
そ
の
成
立
背
景
を
探
る
、
文
字
通
り
の
基
礎
研
究
の
部
分
と
、
『
雲
笈
七
銭
』
が
引
用
す
る
六
朝
か
ら
北
宋
ま
で
の
幾
つ
か
の
道
教
経
典
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
が
中
国
思
想
史
上
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
か
を
、
三
教
交
渉
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
部
分
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
著
の
特
色
と
し
て
は
、
個
々
の
文
献
を
厳
密
・
正
確
に
読
み
込
み
、
分
析
を
加
え
る
姿
勢
が
終
始
徹
底
さ
れ
て
い
る
点
を
先
ず
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
も
基
本
的
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
困
難
な
こ
の
姿
勢
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
本
著
は
、
各
道
典
の
成
立
時
期
に
再
考
察
を
迫
り
、
従
来
暖
味
漠
然
と
認
識
さ
れ
て
来
た
仏
教
思
想
書
評
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と
の
関
わ
り
を
厳
密
に
聞
い
直
し
、
何
の
検
討
を
経
な
い
ま
ま
に
認
め
ら
れ
て
き
た
作
者
を
姐
上
に
載
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
以
下
、
内
容
に
随
っ
て
紹
介
し
つ
つ
、
気
が
付
い
た
点
を
些
一
か
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
論
『
畳
一
宮
笈
七
銭
』
の
基
礎
的
研
究
第
編
「
雲
笈
七
銭
』
と
そ
の
時
代
「
第
一
章
『
雲
笈
七
銭
』
の
基
礎
的
考
察
」
で
は
、
正
統
道
蔵
本
・
清
真
館
本
・
四
庫
全
書
本
・
明
抄
本
な
ど
の
『
雲
笈
七
銭
』
の
版
本
、
及
び
そ
の
他
の
節
録
本
を
検
討
し
、
現
行
本
全
体
の
構
成
に
混
乱
が
有
る
こ
と
、
『
雲
笈
七
銭
』
編
纂
の
立
場
は
『
無
上
秘
要
』
と
比
較
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
様
な
『
雲
笈
七
銭
』
か
ら
仏
教
教
理
学
的
色
彩
が
一
掃
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
等
が
考
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
現
行
本
「
一
百
二
十
二
巻
」
を
、
巻
八
十
九
と
九
十
二
の
重
複
を
整
理
し
、
巻
十
『
老
君
太
上
虚
無
自
然
本
起
経
』
と
巻
九
十
四
『
坐
忘
論
』
を
後
時
の
付
加
巻
と
し
て
削
除
し
、
上
・
下
か
ら
な
る
巻
一
百
十
三
を
二
つ
に
分
け
る
こ
と
で
、
『
雲
笈
七
銭
』
「
序
」
の
言
う
「
一
百
二
十
巻
」
の
本
来
の
形
と
な
る
と
す
る
。
「
第
二
章
『
雲
笈
七
銭
』
を
生
み
出
し
nu m
た
北
宋
前
半
期
の
思
想
界
」
は
、
「
軒
報
本
紀
」
『
均
聖
保
徳
真
君
伝
」
及
び
そ
の
編
纂
の
中
枢
に
在
っ
た
王
欽
若
の
事
績
を
材
料
に
、
『
署
長
笈
七
銭
』
編
纂
当
時
の
思
想
界
の
状
況
を
具
体
的
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
第
三
章
『
雲
一
笈
七
銭
』
の
諸
本
」
で
は
、
『
文
献
通
考
』
以
降
『
正
統
道
蔵
』
が
編
纂
さ
れ
る
ま
で
の
問
に
『
雲
笈
七
銭
』
は
現
行
の
巻
数
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
道
蔵
本
・
清
真
館
本
・
道
蔵
輯
要
本
の
内
容
を
改
め
て
詳
細
に
比
較
検
討
し
、
文
献
対
校
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
『
雲
笈
七
銭
』
に
就
い
て
は
、
既
に
今
枝
、
尾
崎
両
氏
の
版
本
研
究
が
有
る
抗
、
編
纂
背
景
も
含
め
た
考
察
は
本
著
に
よ
っ
て
初
め
て
試
み
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
尚
、
『
文
献
通
考
』
は
『
郡
斎
読
書
志
』
及
び
『
直
斎
書
録
解
題
』
を
引
き
、
巻
数
は
前
者
に
依
る
様
だ
が
、
『
郡
斎
読
書
志
』
は
、
そ
の
『
雲
笈
七
銭
』
編
纂
の
経
緯
に
関
す
る
記
述
、
「
礎
奥
」
「
飴
傑
」
等
の
表
現
か
ら
、
恐
ら
く
は
『
雲
笈
七
銭
』
「
序
」
に
依
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
晃
氏
が
実
際
に
自
に
し
た
も
の
が
百
二
十
巻
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
一
方
の
『
直
粛
書
録
解
題
』
は
「
略
本
」
「
全
」
本
等
の
具
体
的
状
況
を
記
し
、
当
時
既
に
幾
種
か
の
形
態
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
第
編
仏
典
改
換
に
よ
る
道
典
の
作
成
「
第
一
章
『
昇
玄
内
教
経
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
『
昇
玄
内
教
経
』
の
内
容
を
分
析
し
、
修
道
の
最
終
目
的
は
自
己
に
於
け
る
「
道
」
の
実
現
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
、
因
果
応
報
、
無
常
、
無
所
得
な
ど
の
思
想
の
背
景
に
仏
教
思
想
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
「
第
二
章
『
太
上
一
乗
海
空
智
蔵
経
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
『
海
空
智
蔵
経
』
の
成
立
時
期
を
遅
く
と
も
六
七
0
年
代
前
半
を
下
ら
な
い
と
判
断
し
、
各
巻
が
依
拠
し
た
仏
典
と
厳
密
に
対
照
す
る
こ
と
で
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
『
浬
繋
経
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
乙
と
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
本
経
の
思
想
が
従
来
漠
然
と
『
華
厳
経
』
『
金
剛
般
若
経
』
の
影
響
下
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
き
た
見
解
を
訂
正
す
る
。
「
第
三
章
『
無
上
内
秘
真
蔵
経
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
『
真
蔵
経
』
の
成
立
時
期
を
早
く
と
も
七
世
紀
後
半
、
遅
け
れ
ば
八
世
紀
半
葉
と
し
、
そ
の
中
核
思
想
と
し
て
「
一
一
一
業
三
学
」
の
思
想
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
経
の
諸
思
想
が
同
時
期
の
北
宗
禅
の
思
想
と
共
通
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
道
教
思
想
史
研
究
に
お
け
る
禅
仏
教
研
究
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
「
第
四
章
『
大
乗
妙
林
経
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
『
妙
林
経
』
思
想
の
核
心
を
、
一
切
諸
法
を
空
と
弁
え
る
智
慧
と
何
も
の
に
も
執
ら
わ
れ
な
い
自
己
の
実
現
に
あ
る
と
し
、
『
維
摩
経
』
『
浬
柴
経
』
等
の
仏
典
と
の
関
わ
り
、
文
、
禅
宗
と
の
関
わ
り
等
を
指
摘
す
る
。
評
者
が
知
り
得
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
王
希
巣
『
洞
玄
霊
宝
自
然
九
天
生
神
玉
章
経
解
』
が
『
真
蔵
経
』
を
「
三
業
」
思
想
の
典
拠
と
し
て
引
く
様
に
(
中
-
H
)
、
唐
代
以
降
、
「
三
業
」
思
想
は
『
真
蔵
経
』
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
第
三
章
の
指
摘
は
重
要
と
言
え
よ
う
。
文
、
仏
教
思
想
と
の
交
流
の
精
徽
な
検
証
も
本
編
の
成
果
で
あ
る
が
、
中
で
も
、
禅
宗
と
の
関
わ
り
は
、
道
教
思
想
の
広
が
り
の
点
で
も
重
要
な
指
摘
と
言
え
る
。
第
編
『
雲
笈
七
簸
』
所
収
の
修
道
諸
論
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「
第
一
章
「
坐
忘
論
』
の
安
心
思
想
」
で
は
、
『
坐
忘
論
』
思
想
の
中
核
を
「
安
心
坐
忘
の
法
」
と
し
、
そ
の
「
心
」
の
思
想
を
分
析
し
た
上
で
、
そ
の
漸
悟
を
軸
と
す
る
修
道
論
は
、
天
台
智
頭
の
『
童
蒙
止
観
』
に
見
ら
れ
る
「
安
心
」
の
思
想
と
骨
格
上
の
共
通
性
は
有
る
も
の
の
、
『
坐
忘
論
』
の
方
が
よ
り
精
神
面
を
重
視
し
て
い
る
と
す
る
。
更
に
は
禅
門
に
見
ら
れ
る
「
安
心
」
に
触
れ
た
上
で
、
『
坐
忘
論
』
が
批
判
す
る
者
逮
に
は
禅
門
の
人
々
も
含
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
又
、
司
馬
承
禎
を
作
者
と
す
る
に
は
決
め
手
に
欠
げ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
坐
忘
論
』
と
前
後
す
る
道
教
文
献
に
は
「
安
心
」
の
語
が
見
ら
れ
書
評
な
い
と
論
者
は
指
摘
す
る
が
、
例
え
ば
、
唐
初
の
『
本
際
経
』
に
は
「
安
心
不
動
」
「
安
心
定
志
」
「
摂
念
安
心
」
と
見
ら
れ
、
成
玄
英
「
荘
子
』
疏
に
も
「
安
心
順
命
」
「
安
心
契
道
」
と
、
少
数
だ
が
見
ら
れ
る
。
又
、
『
三
論
元
旨
』
に
も
一
例
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
(
4
a
)
、
『
坐
忘
論
』
の
「
安
心
」
思
想
が
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
又
、
「
安
心
坐
忘
」
と
い
う
熟
語
は
『
坐
忘
論
』
で
も
「
雲
笈
七
銭
』
本
の
序
文
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
「
安
心
」
と
「
坐
忘
」
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
多
く
な
い
様
に
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
成
る
程
、
「
安
心
」
を
『
坐
忘
論
』
は
重
視
す
る
の
だ
が
、
「
安
心
坐
忘
」
が
『
坐
忘
論
』
の
中
核
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
「
坐
忘
」
と
の
関
わ
り
か
ら
も
論
及
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
第
二
章
『
老
君
太
上
虚
無
自
然
本
起
経
』
の
修
道
論
」
は
、
『
自
然
本
起
経
』
の
修
道
論
に
つ
い
て
紹
介
分
析
し
た
上
で
、
本
経
の
中
に
も
禅
宗
と
共
通
す
る
思
想
が
見
ら
れ
る
乙
と
を
指
摘
し
、
更
に
、
『
坐
忘
論
』
で
説
か
れ
る
よ
う
な
修
道
論
を
も
取
り
込
ん
だ
上
で
更
に
そ
の
先
へ
と
本
文
献
の
関
心
は
進
ん
で
い
る
と
す
る
。
「
第
三
章
『
服
気
精
義
論
」
か
ら
『
幻
真
先
生
服
内
元
気
訣
法
』
、
『
太
元
先
生
服
気
法
」
へ
」
で
は
、
先
ず
『
服
気
精
義
論
』
を
論
じ
、
定
説
と
さ
れ
て
き
た
「
司
馬
承
禎
作
」
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
そ
の
上
で
、
『
服
気
精
義
論
」
は
五
行
思
想
に
基
づ
く
五
気
五
臓
相
関
論
を
骨
格
と
す
る
実
践
服
気
法
で
は
あ
る
が
、
元
気
は
特
に
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い
102 
と
す
る
。
続
い
て
、
『
幻
真
先
生
服
内
元
気
訣
法
』
、
『
太
元
先
生
服
気
法
』
の
成
立
状
況
を
『
道
蔵
」
所
収
類
似
文
献
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
し
、
そ
の
上
で
、
『
服
気
精
義
論
』
、
『
幻
真
先
生
服
内
元
気
訣
法
』
、
『
太
元
先
生
服
気
法
』
と
い
う
成
立
順
を
想
定
し
、
外
気
論
中
心
か
ら
内
気
論
中
心
へ
と
い
う
服
気
論
の
変
化
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
内
気
の
重
視
が
唐
代
に
始
ま
り
、
そ
の
例
と
し
て
こ
れ
ら
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
だ
抗
、
そ
の
漠
然
と
し
た
見
通
し
を
具
体
的
に
論
述
し
た
点
に
第
三
章
の
意
義
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
試
み
に
、
『
通
志
』
「
芸
文
略
・
道
家
」
を
見
る
な
ら
ば
、
「
服
内
元
気
訣
、
太
無
先
生
気
訣
、
中
山
玉
植
神
気
訣
、
服
内
元
気
訣
、
神
仙
抱
一
法
、
元
気
論
、
太
無
先
生
気
経
、
服
気
精
義
論
、
赤
松
子
服
気
経
、
胎
息
訣
、
達
磨
胎
息
訣
、
葛
洪
胎
息
要
訣
、
煙
宵
純
子
内
真
通
元
訣
、
内
真
妙
用
訣
」
等
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
、
こ
れ
ら
が
単
行
す
る
文
献
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
雲
笈
七
銭
』
巻
五
十
六
1
六
十
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
諸
文
献
は
単
行
本
と
し
て
も
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
現
行
『
道
蔵
』
所
収
の
『
嵩
山
太
元
先
生
気
経
』
か
ら
『
服
気
精
義
論
』
に
至
る
一
連
の
文
献
と
『
雲
笈
七
銭
」
所
収
の
こ
れ
ら
の
文
献
と
の
聞
に
混
乱
重
複
が
有
る
原
因
の
一
っ
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
「
第
四
章
『
元
気
論
』
の
思
想
」
で
は
、
『
元
気
論
』
の
成
立
時
期
を
、
『
北
山
録
』
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
早
く
と
も
八
世
紀
末
頃
、
遅
け
れ
ば
九
世
紀
前
半
頃
よ
り
後
と
推
定
し
、
そ
の
作
業
過
程
で
、
『
太
平
両
同
書
』
の
作
者
は
羅
隠
で
は
な
く
、
表
深
と
す
べ
き
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
『
元
気
論
』
は
、
自
己
の
意
念
を
精
専
し
た
上
で
の
還
精
補
脳
の
実
践
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
父
母
の
陰
陽
会
合
に
よ
り
案
受
し
た
元
気
の
本
来
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
で
不
老
長
生
を
達
成
す
る
考
え
が
有
る
と
分
析
す
る
。
論
者
は
、
『
元
気
論
』
は
『
老
子
』
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
儒
家
的
思
想
に
よ
る
読
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
自
体
は
極
め
て
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
例
と
す
る
、
『
老
子
』
の
「
一
↓
二
↓
=
こ
に
「
元
気
↓
道
↓
陰
陽
↓
天
地
↓
父
母
↓
我
身
」
と
い
う
展
開
を
読
み
込
ん
だ
『
元
気
論
』
の
立
場
は
、
例
え
ば
、
根
源
の
気
を
父
母
の
肉
体
を
経
由
す
る
こ
と
で
子
が
育
成
さ
れ
る
と
い
う
観
念
が
六
朝
以
来
の
道
典
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
時
、
論
者
の
言
う
様
に
「
元
気
論
』
の
作
者
が
儒
家
思
想
を
意
識
し
た
の
か
、
或
い
は
、
既
存
の
道
教
思
想
史
を
踏
ま
え
た
も
の
な
の
か
、
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
第
四
編
『
雲
笈
七
銭
』
所
引
典
籍
の
思
想
「
第
一
章
『
太
上
業
報
因
縁
経
」
に
お
け
る
応
報
論
」
で
は
、
『
業
報
因
縁
経
』
に
は
、
仏
教
思
想
に
基
づ
く
、
因
果
応
報
、
清
浄
無
垢
な
本
来
性
、
そ
し
て
、
心
底
か
ら
の
俄
悔
に
よ
り
瞬
時
に
可
能
な
解
脱
等
の
思
想
が
見
ら
れ
る
と
し
、
同
時
に
、
本
文
献
に
見
ら
れ
る
因
果
思
想
は
、
行
為
す
る
主
体
み
ず
か
ら
の
業
に
基
づ
い
て
応
報
す
る
と
す
る
立
場
と
、
宗
祖
が
前
世
に
行
っ
た
行
為
が
我
が
身
に
結
果
す
る
立
場
と
が
併
述
さ
れ
、
因
果
応
報
の
主
体
が
一
定
し
て
い
な
い
と
論
者
は
批
判
的
に
指
摘
す
る
。
厳
密
に
考
え
れ
ば
、
確
か
に
揺
れ
の
あ
る
記
述
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
六
朝
以
来
の
道
典
で
論
じ
ら
れ
る
承
負
を
始
め
と
す
る
幾
つ
か
の
類
似
思
想
を
『
業
報
因
縁
経
』
が
取
り
込
ん
で
い
る
と
す
れ
郎
、
む
し
ろ
、
揺
れ
の
有
る
記
述
そ
の
も
の
が
思
想
史
の
実
態
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
「
第
二
章
『
海
空
智
蔵
経
』
「
序
品
」
に
お
げ
る
因
縁
説
」
で
は
、
唐
初
の
『
海
空
智
蔵
経
』
「
序
品
」
を
材
料
に
、
「
本
来
、
自
然
説
に
立
つ
筈
の
道
家
が
、
如
何
に
し
て
因
果
応
却
が
諭
を
受
容
し
得
た
の
か
」
(
三
九
六
頁
)
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。
即
ち
、
天
尊
と
雌
も
積
み
重
ね
の
結
果
の
存
在
で
あ
る
こ
と
、
因
果
相
即
の
実
現
の
仕
方
は
、
当
事
者
の
行
為
内
容
・
意
思
の
状
況
如
何
に
よ
っ
て
様
々
に
変
化
す
る
こ
と
、
本
来
淳
普
で
あ
る
衆
生
は
、
善
な
る
も
の
を
求
め
て
止
ま
な
い
六
根
の
働
き
の
た
め
に
、
却
っ
て
様
々
な
食
著
を
生
じ
、
因
果
の
枠
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
し
、
一
方
の
自
然
の
観
念
は
、
本
来
性
、
最
終
的
到
達
境
地
、
一
切
ω
万
物
の
「
有
識
の
初
め
」
の
特
質
を
示
す
観
念
と
し
て
の
み
辛
う
じ
I
書
評
て
留
ま
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
事
論
付
け
る
。
「
第
三
章
陸
希
声
『
道
徳
真
経
伝
』
に
お
け
る
思
想
と
論
理
」
で
は
、
陸
希
声
『
道
徳
真
経
伝
』
は
易
学
を
基
盤
に
『
老
子
』
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
復
帰
」
の
思
想
を
そ
の
主
題
と
し
、
老
子
の
道
術
が
儒
教
を
も
包
摂
し
得
る
こ
と
を
主
張
す
る
点
に
儒
学
の
主
体
性
を
取
り
戻
さ
ん
と
す
る
姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
。
『
道
徳
真
経
伝
』
「
序
」
の
、
周
の
末
世
に
於
い
て
、
仲
尼
は
五
帝
時
代
に
行
わ
れ
た
「
文
に
よ
る
政
治
の
術
」
で
「
情
」
を
治
め
、
老
子
は
三
皇
時
代
に
行
わ
れ
た
「
質
に
よ
る
政
治
の
術
」
に
よ
っ
て
「
性
」
に
復
す
と
い
う
記
述
に
対
し
て
、
論
者
は
、
そ
も
そ
も
時
代
に
よ
る
異
な
り
を
意
味
す
る
「
文
・
質
」
を
「
兼
修
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
点
に
自
己
撞
着
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点
は
、
「
序
」
が
言
う
「
治
情
」
と
「
復
性
」
と
は
、
「
情
を
治
め
て
性
と
す
る
」
、
「
情
か
ら
性
に
復
る
」
と
い
う
同
一
事
項
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
同
一
事
項
に
関
し
て
、
状
況
を
様
々
に
異
に
す
る
衆
生
を
教
化
す
る
術
も
様
々
に
異
な
る
は
ず
で
あ
り
、
「
文
」
と
「
質
」
と
が
臨
機
に
施
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
又
、
「
理
」
に
つ
い
て
、
論
者
は
「
『
理
』
と
「
事
』
と
が
「
物
』
の
次
元
に
お
け
る
『
体
」
と
『
用
』
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
(
四
四
五
頁
)
と
し
、
「
理
」
を
「
物
」
の
次
元
に
於
け
る
「
体
」
を
示
す
概
念
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
確
か
に
「
『
理
』
は
『
事
』
の
源
104 
で
あ
る
」
(
四
三
五
頁
)
と
い
う
陸
希
声
の
立
場
と
合
致
す
る
も
の
だ
が
、
一
方
で
、
「
『
道
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
』
は
い
か
な
る
具
体
的
作
用
も
所
属
し
な
い
本
体
を
個
々
の
具
体
的
作
用
に
於
い
て
考
え
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
個
々
の
事
物
の
理
で
は
あ
っ
て
も
、
も
と
よ
り
本
体
で
あ
る
道
の
常
(
に
し
て
唯
一
な
る
理
)
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」
(
四
四
三
頁
)
と
も
論
者
は
述
べ
て
い
る
。
論
者
の
理
解
で
は
「
道
の
常
な
る
理
」
と
「
個
々
の
事
物
の
理
」
と
が
あ
り
、
両
者
の
聞
に
も
体
用
の
関
係
が
あ
る
と
す
る
様
だ
が
、
ζ
の
体
用
そ
れ
ぞ
れ
の
「
理
」
は
相
互
に
ど
の
様
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
或
い
は
、
「
『
物
』
の
次
元
に
お
け
る
『
体
』
的
側
面
を
き
し
て
『
理
』
と
い
い
、
「
用
』
的
側
面
を
き
し
て
『
変
』
と
い
う
」
(
四
四
四
頁
)
場
合
の
体
用
と
、
「
理
」
の
体
用
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。
錯
綜
し
た
問
題
な
だ
け
に
、
立
ち
入
っ
た
説
明
が
望
ま
れ
る
所
で
あ
る
。
又
、
例
え
ば
、
「
出
応
於
事
、
反
帰
於
理
、
是
以
用
帰
体
、
故
日
用
其
光
、
復
帰
其
明
也
。
以
用
帰
体
、
則
与
道
合
」
(
『
道
徳
真
経
伝
』
3
-
M
)
と
、
「
理
」
へ
復
帰
す
る
こ
と
で
「
道
」
と
一
体
と
な
る
な
ど
の
例
が
陸
希
芦
注
釈
に
見
ら
れ
る
と
と
を
考
え
る
と
、
「
理
」
を
「
物
」
の
次
元
に
限
定
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
ど
う
か
、
評
者
に
は
疑
問
で
も
あ
っ
た
。
附
論
道
教
思
想
史
研
究
に
お
け
る
こ
、
三
の
問
題
「
第
一
章
願
歓
『
夷
夏
論
』
に
見
え
る
『
道
教
』
に
つ
い
て
」
は
、
顧
歓
『
夷
夏
論
』
に
見
え
る
「
道
教
」
の
語
が
、
儒
仏
両
教
と
鼎
立
す
る
宗
教
と
し
て
の
道
教
の
語
の
最
初
の
用
例
で
あ
る
と
い
う
、
小
林
正
美
氏
の
説
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
『
夷
夏
論
』
に
見
え
る
「
道
教
」
の
語
は
、
「
道
の
教
え
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
所
謂
道
教
を
意
味
せ
ず
、
又
、
そ
の
「
道
」
も
道
家
に
限
定
さ
れ
ず
、
広
く
中
国
に
行
わ
れ
て
い
る
教
え
全
体
を
意
味
し
、
顧
歓
自
身
に
は
「
道
士
」
と
い
う
自
覚
も
な
か
っ
た
と
、
論
者
は
指
摘
す
る
。
評
者
に
と
っ
て
は
、
関
連
文
献
を
材
料
に
一
つ
の
文
献
を
ど
こ
ま
で
読
み
込
む
こ
と
が
我
々
に
は
許
さ
れ
る
の
か
の
一
事
例
と
し
て
興
味
深
か
っ
た
。
『
夷
夏
論
』
の
「
仏
教
、
仏
言
、
仏
経
、
仏
跡
」
、
「
道
教
、
道
言
一
、
道
経
、
道
跡
」
と
い
う
用
法
を
虚
心
に
見
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
道
教
」
は
「
道
の
教
え
」
で
あ
る
と
い
う
論
者
の
見
解
に
分
が
有
る
様
に
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
「
本
論
を
称
し
て
『
仏
道
論
』
な
り
『
道
仏
論
』
な
り
『
二
教
諭
』
と
す
る
の
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
『
夷
夏
論
』
と
し
て
い
る
」
(
四
九
O
頁
)
こ
と
に
着
目
し
、
「
『
夷
』
に
於
け
る
『
仏
』
の
『
事
」
と
『
夏
』
に
於
け
る
『
道
』
の
「
事
』
と
を
対
比
」
(
四
九
O
頁
)
す
る
本
文
献
に
見
ら
れ
る
「
道
」
は
、
「
ひ
ろ
く
『
中
夏
』
の
諸
事
象
全
般
を
以
て
そ
れ
に
当
て
て
い
る
」
(
四
九
O
頁
)
と
い
う
論
者
の
指
摘
に
も
、
成
る
程
と
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
だ
が
、
『
夷
夏
論
』
冒
頭
で
「
夫
排
是
与
非
、
宜
挨
聖
典
、
尋
二
教
之
源
、
故
両
標
経
句
、
道
経
云
:
・
、
仏
経
云
、
:
」
(
論
者
引
用
四
八
四
頁
)
と
、
「
二
教
」
と
い
う
こ
と
が
殊
更
意
識
さ
れ
、
「
道
経
」
と
「
仏
経
」
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
成
る
程
そ
こ
に
引
か
れ
る
も
の
は
、
「
道
経
」
と
は
言
っ
て
も
、
化
胡
を
論
じ
、
仏
教
に
も
及
ぶ
『
玄
妙
内
篇
」
で
あ
り
、
「
仏
経
」
と
言
っ
て
も
、
「
国
師
道
士
儒
林
之
宗
」
に
も
説
き
及
ぶ
『
瑞
応
本
起
経
』
で
あ
り
、
三
教
の
全
て
を
包
摂
し
て
い
る
訳
だ
が
、
そ
れ
ら
の
事
柄
が
仏
・
道
二
教
の
観
点
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
又
、
「
そ
れ
で
も
『
仏
是
破
悪
之
方
、
道
是
興
善
之
術
、
興
善
則
自
然
為
高
、
破
悪
則
勇
猛
為
貴
、
仏
跡
光
大
、
宜
以
化
物
、
道
跡
密
微
、
利
用
為
己
、
優
劣
之
分
、
大
略
在
蕊
』
と
締
め
く
く
る
部
分
に
見
え
る
『
道
』
は
、
「
夏
』
に
於
け
る
い
わ
ゆ
る
道
家
の
み
な
ら
ず
い
わ
ゆ
る
儒
家
を
も
含
ん
だ
広
義
の
『
道
』
を
以
て
『
夷
』
に
於
け
る
『
仏
』
に
対
比
さ
せ
た
表
現
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
(
四
九
一
頁
)
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
も
、
「
仏
是
破
悪
之
方
i
」
の
文
は
、
前
段
の
「
泥
沼
仙
化
、
各
是
一
術
」
か
ら
「
仏
教
文
而
博
、
道
教
質
而
精
:
」
の
部
分
と
一
貫
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
「
泥
混
:
」
以
下
を
「
道
家
に
属
す
る
と
と
が
ら
」
(
四
九
一
頁
)
と
ω
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
道
」
に
関
す
る
「
仙
化
、
正
て
無
死
、
謙
弱
、
l
書
評
質
而
精
、
実
而
抑
、
簡
而
幽
、
妙
門
、
興
善
、
自
然
、
密
微
」
等
の
表
現
か
ら
、
こ
の
「
道
」
も
や
は
り
所
講
道
家
を
指
す
と
す
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
夏
」
に
於
け
る
「
道
」
は
「
ひ
ろ
く
『
中
夏
』
の
諸
事
象
全
般
」
を
包
括
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
包
括
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
道
家
の
下
に
収
数
さ
せ
る
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
評
者
に
は
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
如
何
で
あ
る
う
か
。
「
第
二
章
成
玄
英
の
「
一
中
』
思
想
と
そ
の
周
辺
」
は
、
成
玄
英
『
荘
子
』
疏
に
見
ら
れ
る
「
一
中
」
の
思
想
の
意
義
を
、
同
時
期
の
道
教
思
想
及
び
仏
教
思
想
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
も
、
成
玄
英
の
思
想
と
三
論
を
中
心
と
す
る
仏
教
思
想
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
本
章
の
結
論
で
は
、
中
道
観
に
つ
い
て
は
、
成
玄
英
は
吉
蔵
の
論
を
取
り
入
れ
ず
、
中
仮
師
が
立
て
た
非
有
非
無
の
中
道
論
を
克
服
せ
ん
と
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
の
み
だ
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
第
三
章
所
謂
重
玄
派
と
重
玄
思
想
」
で
は
、
所
謂
「
重
玄
派
」
を
論
ず
る
際
に
必
ず
根
拠
と
さ
れ
る
杜
光
庭
『
道
徳
真
経
広
聖
義
』
の
所
説
が
、
実
は
、
学
派
な
り
宗
派
な
り
を
指
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
「
道
徳
経
』
の
根
本
教
義
が
何
処
に
在
る
の
か
と
い
う
見
解
が
時
代
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
と
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
「
重
玄
の
道
を
明
ら
か
に
し
」
た
と
さ
れ
る
人
物
の
思
想
に
は
か
な
り
の
幅
が
有
る
こ
と
、
従
っ
て
、
そ
れ
を
根
拠
に
「
重
玄
派
」
を
論
じ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
閲
す
る
。
「
第
四
章
現
存
道
徳
経
諸
注
釈
か
ら
見
た
唐
代
思
想
の
展
開
」
は
、
現
存
す
る
『
道
徳
経
』
諸
注
釈
を
材
料
と
し
て
、
唐
代
思
想
の
展
開
を
眺
め
た
も
の
で
あ
り
、
唐
代
前
半
は
、
治
身
治
国
論
を
眼
目
と
す
る
道
家
道
教
思
想
と
仏
教
の
空
思
想
と
の
折
衷
が
目
指
さ
れ
、
後
半
は
、
養
生
思
想
を
見
直
し
て
儒
家
思
想
を
取
り
込
ん
だ
実
践
論
と
し
て
組
み
立
て
な
お
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
、
唐
末
五
代
で
は
、
儒
家
思
想
に
よ
る
読
み
換
え
と
三
教
の
集
大
成
が
目
指
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
宋
代
へ
と
続
く
、
と
総
括
し
て
い
る
。
第
四
章
が
各
期
を
代
表
す
る
注
釈
を
材
料
に
想
定
し
た
こ
の
様
な
唐
代
思
想
史
の
流
れ
が
、
『
道
徳
経
』
注
釈
以
外
の
場
で
も
ど
の
程
度
の
広
が
り
を
持
ち
得
る
の
か
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
尚
、
第
四
章
は
先
行
す
る
章
と
内
容
上
一
部
重
複
す
る
が
、
禁
子
晃
に
つ
い
て
、
「
彼
が
、
三
論
や
『
法
華
」
に
博
く
通
じ
て
仏
教
側
と
堂
々
と
対
抗
し
た
『
道
門
之
秀
』
だ
と
称
さ
れ
る
の
も
成
程
と
肯
か
れ
る
」
(
五
七
四
頁
)
と
、
「
以
上
の
よ
う
な
奈
子
晃
の
論
理
が
果
た
し
て
三
論
に
精
通
し
た
者
の
論
理
な
の
か
ど
う
か
、
大
い
に
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
」
(
五
五
二
頁
)
と
は
矛
盾
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
き
て
、
論
者
が
注
意
を
払
っ
た
『
雲
笈
七
銭
』
巻
九
十
五
は
、
仏
教
思
想
に
相
当
す
る
も
の
が
道
教
思
想
裏
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
意
図
が
明
白
な
巻
で
あ
り
、
巻
九
十
四
『
坐
忘
論
』
も
論
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
仏
教
の
そ
れ
に
比
肩
し
得
る
修
養
論
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
巻
が
存
在
す
る
以
上
、
論
者
が
述
べ
る
様
に
仏
教
的
色
彩
は
『
雲
笈
七
銭
』
か
ら
は
払
拭
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
よ
っ
て
、
所
謂
「
道
教
文
献
」
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
の
で
は
、
道
教
研
究
は
不
十
分
な
も
の
で
し
か
あ
り
得
な
い
と
、
論
者
が
随
所
で
警
鐙
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
も
当
然
と
=
言
え
よ
う
。
三
教
の
す
べ
て
に
精
通
さ
れ
る
論
者
の
指
摘
は
非
常
に
重
い
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
『
雲
笈
七
銭
』
巻
四
十
五
1
五
十
三
の
九
巻
が
述
べ
る
、
存
思
、
三
「
、
三
一
、
守
て
内
観
、
呪
法
な
ど
の
雑
多
な
「
術
」
や
、
巻
六
十
三
1
六
十
九
、
七
十
一
の
八
巻
が
論
じ
る
金
丹
等
の
圧
倒
的
量
が
示
す
の
は
、
「
雲
笈
七
銭
』
編
者
の
主
た
る
関
心
が
こ
れ
ら
「
術
」
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
雲
笈
七
銭
』
全
体
の
性
格
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
面
へ
の
言
及
も
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
又
、
個
々
の
文
献
に
見
ら
れ
る
思
想
上
の
一
貫
性
の
欠
如
、
表
現
上
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
こ
と
に
も
論
者
は
厳
密
で
あ
る
の
だ
が
、
『
業
報
因
縁
経
』
、
『
道
徳
真
経
伝
』
の
箇
所
で
卑
見
を
述
べ
た
様
に
、
こ
う
し
た
一
貫
性
の
綻
び
ゃ
矛
盾
こ
そ
が
、
む
し
ろ
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
思
想
史
の
実
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
有
る
訳
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
説
明
も
な
さ
れ
て
い
れ
ば
有
り
難
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
私
見
を
混
じ
え
な
が
ら
論
述
し
て
き
た
が
、
評
者
の
浅
学
ゆ
え
の
誤
読
も
多
い
か
と
思
う
。
そ
の
点
は
論
者
の
御
寛
恕
を
深
く
願
う
次
第
で
あ
る
。
「
研
文
出
版
、
二
O
O四
年
十
二
月
刊
J
J
本
文
六
O
八
頁
、
一
一
、
0
0
0円」
‘迂
(1)
今
枝
二
郎
氏
「
中
山
博
物
院
蔵
『
雲
笈
七
銭
』
に
つ
い
て
(
上
)
」
(
『
中
国
学
研
究
』
第
十
二
号
、
平
成
五
年
)
、
「
同
(
中
)
」
(
『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』
二
十
九
号
、
一
九
九
四
年
)
、
「
同
(
下
l
I
)
」
(
『
養
生
』
第
一
号
、
平
成
七
年
)
、
「
同
(
下
H
)
」
(
『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
十
一
号
一
九
九
六
年
)
、
尾
崎
正
治
氏
「
正
統
道
蔵
本
「
雲
笈
七
銭
』
の
藍
本
」
(
「
諮
座
道
教
第
一
巻
道
教
の
神
々
と
経
典
』
所
収
。
雄
山
閑
出
版
、
平
成
十
一
年
三
(2)
ア
ン
リ
・
マ
ス
ペ
ロ
『
道
教
の
養
性
術
』
(
持
団
季
未
子
訳
。
せ
り
か
萱
一
層
、
一
九
八
七
年
三
(3)
褒
谷
邦
夫
氏
「
民
父
母
考
」
(
褒
谷
邦
夫
氏
主
編
『
中
園
中
世
社
曾
と
宗
教
』
所
収
。
二
O
O二
年
、
道
気
社
)
が
言
及
す
る
『
洞
真
九
丹
上
化
胎
精
中
記
経
』
、
『
九
天
生
神
章
経
』
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
(二一ニ頁)。
(
4
)
前
田
繁
樹
氏
「
業
報
と
注
連
の
問
」
(
『
初
期
道
教
経
典
の
形
成
』
所
収
。
汲
古
書
院
、
平
成
十
六
年
)
。
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